
　毎月市民の皆さんにお届けしている市政だより。第1号
が発行されたのは、今から約60年前の昭和26年です。

表紙を見て気づいた人もいるかもしれませんが、実は今月号の市政だより
でちょうど「第777号」。見つけた人には何か良いことが起こるかも…！
歴史ある市政だよりですが、これからも皆さんの生活に役立つ情報を
掲載していきます。（福）

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター

0120-887-778
富合町・城南町にお住まいの方は
南区役所、城南総合出張所へ。

　9月15日に4,000人の軍勢を率いて隈本城を進発した清正

は、内牧・小国を経て、17日に豊後国引地村（現在の大分県玖珠

郡九重町）に着陣します。しかし、そこで石垣原（現在の大分県別

府市）の戦いで松井・有吉の軍勢が大友軍に勝利したという知ら

せ受けて、翌日には西軍・小西行長の居城・宇土城の攻略に転じ

ます。清正は、宮地・木山・隈庄・松橋を経て、9月20日に宇土城か

ら南へ約500m離れた栗崎山に陣を構え、戦況を見つめます。

　清正は宇土城へ進軍する際、益城郡、宇土郡という小西領を通

過してきたわけですが、この道のりの途中、清正は各地で3か条

の禁止事項を記した禁制という文書を発給しています。益城郡

と宇土郡の村々に出された禁制は、寺社宛のものも含めると現

在10通確認されています。この禁制は、村々や寺社に対して清

正が与えるわけですが、村人や寺社の行動を禁止あるいは規制

するものではなく、敵領に進駐した自軍（ここでは清正の軍勢）

に濫妨狼藉（戦時の略奪や放火）をさせないことを約束する文書

です。これから占領する、もしくは占領した村々に対して、清正

軍へ協力することを引き換えに軍勢の濫妨狼藉を禁止させ、地

域住民の生命や安全を保障することを約束するもので、つまり

清正が禁制を発給した村々は、清正が事実上占領して自領化（味

方化）した地域となったと言えます。これには、小西領を占領し

たという既成事実を作ることで戦後の領地加増を確実なもの

としようとした意図があり、同じく小西領であった芦北郡、さら

には筑後（現在の福岡県南部）でも禁制を発給しており、戦後の

領有に対する布石を打っています。城攻めだけではなく、このよ

うに清正が進軍の過程で敵領を接収していたことも見逃せな

い事実です。

　さて、9月20日に宇土に着陣した清正は、先発隊として前日

から宇土城攻めに取り掛かっていた家臣の吉村橘左衛門・加藤

百介の軍勢と合流して、宇土城を取り囲みます。21日には宇土

の城下町を焼き払い、じわじわと城攻めを進めています。城主・

行長をはじめ小西軍の本隊

は関ヶ原の合戦に参戦して

おり、宇土城を守備する手

勢は少ないと見ていた清正

は、宇土城落城は時間の問

題だと考えていました。し

かし、城主不在にもかかわ

らず、町人・百姓を人質にし

て行長の弟・小西行景らが

籠城する宇土城の抵抗は強

く、その後1か月近く持ち

こたえます。

　そうした中、9月28日に

清正は黒田如水からの書状

で関ヶ原での東軍勝利を知

らされます。知らせを受けた清正は、東軍勝利に満足する一方

で、各地で東軍が快進撃を続けている中、長引く宇土城攻めに焦

りを感じていました。西軍が敗走したことを交渉の材料として

清正は宇土城に開城を迫りますが、外部と遮断されているため

確かな情報を持たない籠城軍はなかなか開城に応じず、関ヶ原

から宇土に戻った小西家臣の報告によって西軍が敗退した事

実を知ることになります。籠城する小西家臣らの助命と引き換

えに10月15日頃にようやく宇土城は開城します。

　宇土城が落ちるやいなや、清正はすぐさま軍勢を率いて筑後

に急行し、西軍に属した立花宗茂の居城・柳川城攻略に取り掛か

ります。開城の説得にやや時間を要し、10月28日頃まで柳川に

在陣していますが、10月晦日には隈本城に帰陣しています。

　破竹の勢いで西軍大名領を陥れていた清正や如水の残す標

的は、薩摩の島津氏でした。11月1日に隈本城で陣立（部隊編

成）を再度整えた清正は、軍勢を南下させて11月上旬に薩摩と

の国境・芦北に在陣しています。小西軍を救援するため薩摩から

肥後へ出張っていた島津軍との間で小競り合いを演じますが、

清正と如水が立花宗茂を通じて島津方へ降伏を勧告し、また徳

川家康の意向もあり、大規模な戦闘に発展する前に島津攻めは

中止され、ここに九州の関ヶ原合戦は幕を下ろします。
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〈20〉宇土城攻め

午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

　関ヶ原で東西両軍が衝突した慶長5年（1600）9月15日。時を

同じくして清正も、豊後（現在の大分県）で大友軍と交戦してい

た東軍方の松井康之・有吉立行の救援に向かうため隈本城を進

発して、軍勢を豊後へと進めます。

熊本市コールセンター
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冬の彩り
を楽しみませんか

　熊本の冬の風物詩となった幻想
的なイルミネーションの光が、夜の
まちを彩っています。

期間
場所
　詳しくは、熊本商工会議所
（☎096-354-6688）へ。

来年1月14日（祝）まで
中心市街地一帯

中心市街地
“光のページェント”

（商工振興課　☎096-328-2424）

　植木町商工会青年部と北部商工会青年部の共
催でイルミネーションを実施します。手作りで心
温まる光の世界へ来てみませんか。

期間

時間
場所

　詳しくは、植木町商工会（☎096-272-0236）へ。

12月16日（日）～来年1月14日（祝）
※休館日（月曜日）は消灯します。

午後5時半～9時
植木文化センター南側玄関一帯
（北区役所東隣り）

植木町文化ホール
イルミネーション

（植木まちづくり交流室　☎096-272-6906）

　車窓からは普段と違った景色が見えるかも
しれませんよ。

期間
車両
運行

来年1月14日（祝）まで
レトロ調電車（101号）
市電全線（運行時間帯は不定期）

イルミネーション電車運行中です！

（交通局電車課　☎096-361-5241）

※12月16日は植木町文化ホールでの自主文化事業公
演後に点灯式を開催。クリスマスソングの披露など
を行います。
※節電のためLED電球を使用します。

イルミネーション

イルミネーション電車からのお願いです
　交差点などで、自動車の急な軌道敷内への直前進
入による事故が発生しています。軌道敷内に進入す
るときは今一度後方をお確かめください。事故防止
にご協力をお願いします。
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　市の「生ごみの減量とリサイクルの推進に関する実施方針」。こ
れは平成32年までに、21年度の家庭ごみと比べて20％の削減を
するというもの。そのためには、1日1人50gの家庭ごみの減量が
必要です。家庭から出る燃やすごみの中で多くを占めるのが「生ご
み」。そこで、50gのうち20gを「生ごみ」の減量目標としました。
特別なことではなく、毎日の生活の中で少しだけ気をつけること
を習慣に、大きな減量を目指しましょう。

あれもこれもは難しい…
まずは「生ごみ」から減らそう！
あれもこれもは難しい…
まずは「生ごみ」から減らそう！

生ごみ減量生ごみ減量
ひとり1日－20g

20ｇってこれくらい

プチトマト 2個

食パン 1/4枚

給食の
イチゴジャム1袋

豊後

筑後

薩摩

泊

泊

愛藤寺

引治
9/18 出立

9/19出立

9/20出立

9/15出立

10/16 出立
10/15 頃開城

9/20～10/16
宇土在陣

11月上旬から下旬
芦北在陣

10/22～28
頃まで在陣

10/17 接収
吉村左近

10/28 頃出立

10/21 在南関

10/ 晦日到着

9/20通過

9/20通過

9/20着陣

9/17到着

9/16到着
小国

内牧

宮地

木山

松橋
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清正の進軍経路
（慶長5年9月～11月）

9/13
9/21
9/21
9/21
9/25
9/25
9/26
9/26
9/晦
10/6
10/28
11/8
11/8
11/8
10/15

益城郡内鯰村宛
益城郡腰尾村宛
益城郡沼山村宛
松橋村宛
宇土郡内松山村宛
宇土郡内紺里（古保里）村宛
杉島村・道場村・橋本村宛
益城郡内中山村宛
益城郡内高野村宛
六殿大明神宛
三沼（三潴郡）宛
河内村宛
広屋村宛
蔵谷村宛
坂東寺宛（筑後）
※発給者：加藤美作守正次
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受講生募集

区のページ（中央・東・西・南・北区）

連載「加藤清正の実像」

あなたにもできるごみ減量

©2010 熊本県 くまモン#6398


